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【目的 】家 南 排泄 物の 処 理 ．及び 資源回収法 と して 水素発酵が 注 H され て い

るc 牛糞に は 水 素 生 産 細 菌の み で な く．メ タ ン 菌な どの 水素消貧細 困 も存

在 す る と推測 され る 　そ こ で 、水素消費紐菌 を抑制 しなが ら水 素 を 生 産 す

る水 素 発 酵 条件 を検討 した 。ま た ．牛糞に 含 まれて い る 水素生産細 菌を解

析 す る
tt’t

め に 、水 不発酵後の 牛糞ス ラリ
ー

に 出現する 菌叢 を解析 し も ．【方

法 お よ O 結 果】種菌の 添加な しに 牛糞ス ラ リ
ー．一

（固形 分 18g／L〕 を、様 々

な 温 度 で 嫌気 的に バ ッ チ 培養 した ，そ の 結果、6〔｝度 と7S度 に2つ の水 素生

産 発 酵 温 度 ピ　 ノ 温度が 存在 した ．6D 度発酵 で は．4H 後を ピー・ク とし て

そ の 後、水 素消貴細菌に よ り ．一
旦 生産された水 i が消 費され 水 孛濃匿 が低

下 した。一方、乃 度発酵で は 、水素生産菌の 活性 を保 持 し つ つ 、水素 消費

細菌 の活 性は 抑制 きれた。2 つ の 発酵温度で 、お もに酢 酸が 副 産 物 として

生成 され 鳥 至 適pH は、2つ の 発酵温度で 7．0前後 で あ っ た。2つ の 発 酵 棉

度に お ける 繭最 を、Dcnaturing 　Gr．adiellt　Gcl　Ele⊂t．rophoresis 法で 解析 し

た。そ の 結果、60度発酵 で は水素生産活性 を持 つ （／tostridium　the・］wnoceVutt 」．fi”’
α 05癖 4訛 賜 5卿 じ仞 η 胤 嬲 に 類似 した 細菌が検 出 さ れ た。75度発酵で は ．海底
の 熱水 噴 出 口 な どの 高温 環境 に 生 育す る水 素 生 産 高度好 熱細 菌で あ る

Caldanaerobacte 磁 ‘例 微 σ臈 に類 似 し た細 菌 が検 出さ れ た ，これ らの 細菌

が、牛糞か らの 水素．1産 に関 与す る可 能 性 が 示 唆 され た ．

［日的 1水 素ガ ス は持 ち運 び、貯1 蔵が 可能 で あ り，燃焼 の 際に 大気 汚染物質

を 発生 しな い と い う利 点か
‘

ク リ
ー

ン エ ネル ギ
ー

として 注 ト「さ れ て い る c

本研 究 で は 叶ご利 用資源 で ある バ イオ マ ス 系セ ル ロ ース に着 目 し．低 い pH で

セル ロ …
ス ノ♪解 活性が 高 く、効率的 に 水 素ガス を生成 す る微 生 物 菌叢 を構

築 す る こ とを H 的と した 。
［方法 と緋果」10〔｝種類の 土 壌を

・
り
．
ン ブ リン グ し、ス ク リーニ ン グ した結 果、

セル ロ ース 分解能お よび 、水素 ガ ス 生成活性が高い 菌叢 を構築す る こ と に

成 功 し、これ を OF −1と し て、ボ
ー・

ル ミル セ ル ロ
ー

ス か らの 水素生成 に つ い

て ジ ャ
…フ ァ メ ン ターに よ る 培養pH の 最適化 を行 っ た 。そ の結果 、　pHS ．5

で 2．2nlol　H2 〆mol −hcxosc の 水素生成効率が 得 られた 。各 pH 条 件 に お け る

菌叢 を DGGE 法 によ って 解析 した とこ ろ 、どの pH に お い て も類 似 した 菌 叢
であ った 。最 も強 く検出 されたバ ン ドに つ い て シーク エ ン ス を r．：っ た と こ

ろ、最 適 pll で の 優 占 菌 は Clα 餓 1加 ’i　　　　 ‘
．eltulosi ，肋 1ごz｛伽 ，認

Thei）noa ．na ．et ．obact ‘〜Jiacuau 肱 ‘’副 iρ ρε，α o．cto’id〜tt7n　 the’・］mo ．α σ漉 α川 ム1‘瞬 醐

の 3種類 で あ っ た 。現在、菌叢の 解 析を 進 め る と同時に 、ミネラ ル 溶液の

培地 へ の 添加の 水素生産効 率に 及 ぼす 影 善 に つ い て 検討を 行って い る ．
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2Dl1−1　　 Lactob α cillus 　rhamnosus に よ る連続乳酸発酵
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【背景 ・E的】　co2 循環 型社 会に 貢献 で き る材料 と し てポ リ乳酸が 注 目さ

れ て お り、様 tt な宿主で その 原料で あ る 乳 酸 の 生 産技 術が 試み ら れ て い る。
我 々 は、遺伝チ組換 え酵 母を用 い た し 乳酸 お よびD 一乳 酸の 高効率生産技術
にっ い て既 に 報告 して い るが

1）・2）、今 回．本 組 換 え酵母に お い て 特異的に

高発現する遺 伝f を取 得す る H 的で ．DNA マ イ ク ロ ア レ イ 解析を実施 し

た 。
【方法 ・結 果】　宿主 松 で あ る ワ イ ン 酵 母 OC2 殊 と L・LPH 　（L

−Lactate
dch

｝
・drogenase ｝遺伝子 が 導人 され た 乳 酔 生 産 酵 母 を IL ジ ャ

ーに て 発酵さ
せ 、発酵初期、中期 の 各菌体よ り、RNA を 調 整 した 。本試料 を用い て DNA

マ イ ク ロ ア レ イ解析を 行 っ た 結果、乳 酸 生 産 酵 母 ，こお い て 複数の 遺 伝子が

特 民的 に 発 現 して い る こ とが 確 認 さ れ た 。そ の 中 の 一
つ で あ る JJOR7

（Hyper 　osmolari ［
ア

respDnsh ・e♪遺伝子 は、乳 酸 に応 答 して 高発現す る こ と

が 観察 された ため．本プ ロ モ ータ ーは 乳酸の 高生産 に 利 用 で き る可 能性 が

あ る．そ こで 〃 Ol｛7プロ モ
ー

タ
ー
制御下 で L．LDH 遺 伝 子 が 発現 で き る よ う

染色 体導入型ベ ク ターを構 築 し、新たな乳酸生 産酵 母 を作 製 した、そ の 結
果 、H θR7 プ ロ モ

・一タ ー一
を利 用した組換 え酵母 は、これ ま で の プ ロ モ ーター

と比較 して ．乳酸生産能の 向上に 貢献す
’
る こ とが確 認 さ れ た。

11
・hid・，　N ・c ・ a1 ．即 戸♂．五漁 ・n ．瀚 ・bi・」、，71，pl964 〔2。05），’2）・1・hid・，　N ．ct ・1．，．／．　Biosti．　B ・1・ens ・．．lol，pl72 （2006）．

【【的】資源 循環型社会 の轎築 に 向け、生分解性 ポ リマ
ーa）i 料 となる L．

乳酸 の宏定で 低 コ ス トな 生産 法が 求め ら れて い る ．そ こ で 、安定で 安価に

供給可能な問伐材に 着N し．それ か ら調製 した塘液を原料 とした乳 酸発酵

7 ロ セ ス を検討した ．一般的に は 回分式発酵法 が実施 されて い るが ．本研

究で は 「：業化に は 至 一
丿て い な い 連続発酵法 を検 刮 し、間伐 材由 来糖 液か ら

の 高効率な乳酸生産プ ロ セ ス の 構築を 冖的 と した．
【方法 ・結果】報告され て い る L．乳酸 を生産 する菌株 の 中か ／t）Laf／tobttr

．
V　as

rhtt7nnosub を選 定 した 。　 Lb．r肋 瀦 γrθ躍 ∫は．グル コ
ー

ス の 資化性 に優れ 、ポ リ

乳 酸 の 物性 に 必 要で あ る 光学純 度の 高い L一乳 酸を選択 的 に 生産 した 。
Lb．廠 抛 η σ顕 の遊離菌体に よ る 連続 発酵 で は、菌 体の 系外への流 出 が著 し

かったため 、繭体 を ア ル ギ ン 酸カ ル シ ム ゲル で 包括 固定化 した 。固 定 化菌

体の 調製 と維持に 関 し倹討 した と こ ろ、高価な窒 素源 で ある Ycast　cxtract
の 使用 量の 80 ％削減 と0．5 ％ Pel）Love の 削除が 可能 1こなった。本プ ロ セ ス

に お い て ．生 産条件 を検討 した と こ ろ．遊離 菌体 を用 い た回 分 式 発酵法 と

比 べ 、約4屠 に あた る乳酸生産速度、約 10g ／L’h を達成 した。
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